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沈 降 速 度 は、40-86、86-184、184-339、339m 
d-1以上を示す。培養開始直後（a）と栄養塩添加
３日後（b）を示す。
図２　培養タンク
は、ほとんど情報が無いのが現状である。本研究
では、プランクトンの増加から減少までの一連の
経時的変化に伴う沈降速度の変化を、培養タンク
とエルトリエーターの併用で示すことに成功した。
この結果を基に植物プランクトン由来の有機物の
鉛直的な輸送を解析し、生物ポンプのメカニズム
を解明することが期待される。
エルトリエーターを利用した今後の研究の展開
今回は栄養塩を添加した培養を実施し、閉鎖系
の中でのプランクトン群集由来の有機物粒子の沈
降速度を解析した。エルトリエーターを用いた解
析は、セジメントトラップなどを用いた係留系で
採取した沈降粒子に対しても適用可能であり、現
場観測で得られた試料に対して実施することで、
今回のような閉鎖系の結果を自然界の現象へ普遍
化していくことが期待される。
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